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クライアント側の担当者の声というのも非常に参考になりますね。プロとして意見をどのよう
に提案していくのか、制作側にとっても貴重なコメントだと思います。
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いい言葉ですね！運用など公開後のことを視野に入れた表現になっていますし。
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何を「プロに任せる」とするのか、制作側とクライアント側とで認識にギャップがあるという
ところでしょうか。すぐ上の「一緒に成長させる」という観点を持ち込むのも１つの解決策か
もしれませんね。私もよく言われることなので、どうするかいつも考えさせられます。
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ブログは次の大きな案件へ進めるための社内的なステップという意味合いもあったりするの
で、ひとつのツールになると私も考えています。
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前向きな姿勢が大切というのは、深川さんの企画のお話でも出ていましたよね。常に心がけて
いたいことだと思います。
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言葉を選ぶというのは非常に重要なことだと思います。知らない言葉を連発されると、バカに
されたように感じることもありますからね。また専門用語を使いつつ、それを逐一説明して共
通の言葉にしていくことも大切だと思います。

確かに、自分の言葉を言い換えてくれると「この人はわかってくれてる」と感じますね。私は
英語が苦手なので、英語ネイティブ（母語話者）と英語で会話している時、自分の言葉を拾っ
てくれたり言い換えてくれると「通じてる」って安心しますから。
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「落とし所を見つけてあげる」。勉強になります。
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「バイラル」！ 2.0 っぽいワードで表現してくださいました。ありがとうございます。
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今回話題にあがったことの多くは「自分だけではない」話なんじゃないかと思います。だから
みんなで改善策を考えることができる、とプラスに考えればいいんじゃないでしょうか？
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ここまで出ているように、納期が短い案件というのは余裕がなくて難しいですよね。全体では
なく部分的な工程しか関わらない場合も、同じようなところがあります。解決策になってない
かもしれませんが、そういうケースは無理をしないで割り切るということも必要だと思いま
す。常に意識しながらも、できる範囲で目標に近づけるようにやっていく、というのでいいの
ではないでしょうか。私も当然いつも理想通りにやれているわけではありませんし。
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これはディスカッション中に
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という質問をされた方のコメントだと思うのですが（違ってたらごめんなさい）、それに対す
る私の回答内容を以下にまとめておきます。

まず、知りたいというクライアントの気持ちは大切にしたいところですね。細かな状況や文脈
はわかりませんが、クライアントが知りたいのは概念の話ではなく、別にある可能性も考えら
れます。どうしてそのことを知りたいのか、あるいは何を理解したいのか、質問の背後にある
ものを聞き出すよにしてみるのはどうでしょうか。例えば「なにかプログラムを使ってやりた
いことのイメージがあるのですか？」と聞いてクライアントの作りたいものを聞き出すとか、
「例えばこのサイトのナビゲーションは Flash を使ってるんですよ」と例を出して Flash のイ
メージをつかんでもらうとか。ケースによりますが、クライアントさんも的確な質問ができて
いない場合だってありますよね。質問に対する直接的な答えでなくても、クライアントの期待
に応えられる場合もあるように思います。

�)�1 �›�^�”�t�K�h�l�o�z�r�w�‘�O�s	Ø�C�U
ž�A�T�q�M�O�\�q�{

�ÿ���x	��”�¢�ò�8�s�£

�p�V�s�M�\�q�x�z�x�a�Š�t�p�V�s�M�q�t�O

Webの基礎的な考え方を学ぶことができて、かつクライアントが気軽に読めるリソースって、
あんまりないように思います（私が知らないだけかもしれませんが）。思いつきですが、そう
いうコンテンツを制作側の世界の人間が協力して書籍なりWebなりで形にできたら、案件の
際に「これ読んで勉強してみません？」とか言いいながら手渡してスムーズに案件を進めるこ
とができるかもしれない・・・どうでしょう？
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ディレクター 2.0！なるほど。制作会社内でもコミュニケーションの難しさがあるのですね。
そうなるとデザイナー 2.0 の不在に悩むディレクターもいるのかもしれません。

�¯�Æ�^�œ�q�M�l�`�•�t�S�“�Ä�›�^�•�o�M�’�l�`�Œ�l�h
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�“�U�s�M�q�t�˜�•�‡�`�h�U�z�Ã�”�»	Í�w�•�“	��“�p�^�À�›
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�”�Ä�p�z �®�2�ˆ�/�”�¯�Î�ï�Ä�t�`�h�M�q�¥�M�‡�b�{

DTP でもデータの受け渡しが作業効率に大きく影響するでしょうから、そこでのコミュニケー
ションの質はやはりダイレクトに制作に響く問題なんでしょうね。Webだけにとらわれず、別
の業界の事例も聞きながら「あるべき姿」の実現にどんな方法があるかを考えることが大切だ
と思いました。

Webに詳しくないメンバーとのプロジェクトワークは、確かにすごく大変なのですが、思って
もみないアイディアや展開にめぐりあえることもあると思います。そのために構成員のモチ
ベーションを高めることは鍵になってきますね。

�«�å� �ž�ï�Ä�w�™�_�x��	O�`�s�U�’�z�\�•�T�’�w���Š�›	Z�`�o�K�[�”
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おお、詳しく聞きたいですね。プロジェクトXみたいな感じですか？なかなかそういう事例を
書いたものってないのですよね。
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私もそんな感じで今の仕事になっていった部分がありますね。デザインは問題解決であるとは
よく言いますが、まさにそのことを実感できる過程じゃないかと思います。
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私も長期の大きい仕事がほしいです。仕事ください！（笑）

	��.
Q�›��	O

私も、うまくいかない場合は往々にしてあります。そちらの方が多いくらい。オファーがあっ
て打ち合わせをして、意見が合わなくて話がなくなったという経験も何度もしています。案件
丸ごとでなくても、部分的に折り合わない場合どこで妥協するかというのは常にあります。問
題はどのラインで折り合うかでしょうか。ポリシーはありますが、仕事が請けられなくては生
活ができませんから、そこはバランスを意識せざるを得ませんね。転んでもタダでは起きん
ぞ！という気持ちでやっています。
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これ、いい例えですよね。私も昔お茶の農家さんのサイトを作った時、お茶とお茶菓子に詳し
くなりたいって思いながら勉強しました。そこから得たエッセンスは他のことにも応用できる
んじゃないかと思っています。
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そうですね。時間が限られていたということもありますが、「いいところ」を強調した発表に
しようとしたところがあります。実際は今でも困っている点はありますし、もっと良くしてい
きたいなぁと思うところもたくさんあります。私のコミュニケーションスキルの不足が原因と
いう面もあると感じています。
それでもこういう発表にしたのは、「大変なことがいっぱいで上手くいかないことの方が多い
と思うけど、チャレンジしてればうまくいく時もあるよ」というメッセージを伝えたかったか
らです。問題点や苦労話は、同業者間ではともすればグチのみになってしまうことがあるよう
に思います。せっかくのセッションがそうなってしまうのは本意ではありません。
クライアントとのコミュニケーションがうまくいかないのは、クライアント側にも、制作側に
も、業界を形作る全ての人に改善すべき点があるからだと私は考えます。だから「こうなれば
いいな」というイメージを持つこと、それに近づくために何ができるかを常に考えて実践する
ことを提案する意図がありました。
ですから、私が例に出したことはあくまで私の例として、みなさんの現場ではどうなのか、ど
う変わっていくことが望ましいのか、そのために何から始められるか、そういうことを考える
素材として捉えていただけたらと思っています。
現場が試行錯誤のなか迷いながら進んだことは、「こちら『日本語でケアナビ』開発室」とい
うブログでお伝えしていく予定です（http://nihongodecarenavi.net/blog）。こちらはもう少
し泥臭い感じが出ているので、ぜひご覧くださればと思います。

ありがとうございます。私の意図が伝わったのかなと思っています。でもやっていることはそ
んなに美しいものでもないので、今度はぜひみなさんの実践をお聞きしたいと思います。

◇

ここまでお読みくださり、ありがとうございました。

ぜひ次は、みなさんの体験談でディスカッションの口火を切っていただけるような場で、再び
一緒に学べることを期待しています。今回のセッションで得たものをさらに深め、私のブログ
等で伝えていければと思っていますので、今後ともどうぞよろしくお願いします。

with Computer 2nd（角南の個人ブログ）
http://shokuto.com/wc2nd/

こちら「日本語でケアナビ」開発室（紹介事例の開発記）
http://nihongodecarenavi.net/blog/


